
九
州
ハ
セ
ッ
ク

　
九
州
ハ
セ
ッ
ク
は
１
９
７
０
年
の
創
業
以
来
、
製

鉄
機
械
や
製
紙
機
械
、
造
船
な
ど
各
種
プ
ラ
ン
ト
の

重
荷
重
分
野
に
使
用
さ
れ
る
ギ
ア
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
を

得
意
と
す
る
が
、
ポ
ン
プ
や
タ
ー
ビ
ン
な
ど
の
高
速

回
転
分
野
に
お
い
て
も
多
数
の
実
績
を
誇
る
。

　
近
年
、
産
学
共
同
研
究
を
積
極
的
に
推
進
し
て
お

り
、
従
来
で
は
困
難
と
さ
れ
て
き
た
課
題
の
解
決
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
の
結
果
、
３
次
元
的
で
複
雑

な
噛
合
い
を
行
う
ギ
ア
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
を
正
確
に
シ

か
み

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
ソ
フ
ト
の
開
発
に
成
功
。

そ
の
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
は
イ

ン
ボ
リ
ュ
ー
ト
歯
形
を
使
用
す
る
こ
と
を
常
識
と
し

て
き
た
が
、
あ
る
特
殊
な
歯
面
形
状
を
採
用
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
振
動
騒
音
問
題
の
解
決
と
長
寿
命
化

の
実
現
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
は
こ

れ
ら
の
技
術
を
活
用
し
た
付
加
価
値
の
高
い
新
製
品

を
武
器
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
注
力
す
る
。

ジョイント＆カップリング主要各社の製品・技術〈順不同〉
ケ
ー
テ
ィ
ー
ア
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン

　
ケ
ー
テ
ィ
ー
ア
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
が
国
内
販
売

す
る
「
Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｘ
」
は
、
ド
イ
ツ
Ｋ
Ｔ
Ｒ
社

が
１
９
６
７
年
に
製
造
販
売
を
始
め
た
欧
州
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
製
品
。

　
２
０
１
０
年
か
ら

ス
パ
イ
ダ
ー
の
全
面

見
直
し
と
フ
ィ
ー
ル

ド
テ
ス
ト
を
重
ね
、
連
続
運
転
温
度

度
―

１
２
０
度
を
実
現
。
短
時
間
で

１
５
０
度

の
耐
熱
性
能
を
実
証
し
て
い
る
。
製
品
寿
命
を

約

％
向
上

当
社
従
来
品
比

し
熱
が
こ
も

る
狭
小
ス
ペ
ー
ス
で
も
問
題
な
く
使
用
で
き

る
。

　
ま
た
Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｘ
向
け
に
分
割
Ｓ
Ｈ
ハ
ブ
を

開
発
。
切
断
加
工
す
る
こ
と
な
く
ク
ラ
ッ
キ
ン

グ

割
加
工

を
施
し
た
。
分
割
で
あ
る
た
め

取
り
付
け
・
取
り
外

し
が
容
易
な
上
、
合

体
す
る
と
隙
間
な
く

ハ
ブ
を
復
元
で
き
る
。
ク
ラ
ン
プ
ボ
ル
ト
を
締

め
れ
ば
円
形
ハ
ブ
と
な
り
軸
孔
加
工
や
キ
ー
溝

加
工
が
一
体
型
同
様
に
可
能
で
、
下
穴
な
し
で

在
庫
し
て
も
簡
単
に
加
工
が
で
き
る
利
便
さ
が

特
徴
。

三
木
プ
ー
リ

　
三
木
プ
ー
リ
は
さ
ま
ざ
ま
な
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
を
ラ

イ
ン
ア
ッ
プ
。
中
で
も
使
い
勝
手
の
良
さ
で
支
持
・

採
用
さ
れ
て
い
る
の
が
高
伝
達
ト
ル
ク
を
実
現
し
た

ジ
ョ
ー
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
「
ス
タ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
」
。

２
個
の
ハ
ブ
間
に
エ
レ
メ
ン
ト
を
挟
み
込
む
シ
ン
プ

ル
構
造
。
エ
レ
メ
ン
ト
は
ゴ
ム
の
弾
性
を
持
つ
ポ
リ

ウ
レ
タ
ン
系
樹
脂
を
採
用
。
予
備
圧
縮
力
が
か
か
る

設
計
に
よ
っ
て
ノ
ー
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
で
振
動
吸
収
効

果
も
高
い
。
取
り
付
け
誤
差
反
力
は
内
径
側
に
ア
ン

ダ
ー
カ
ッ
ト
を
設
け
、
極
小
と
な
っ
た
。

　
製
品
は
３
タ
イ
プ
。
「
Ａ
Ｌ
Ｓ
　
Ｒ
」
は
エ
レ
メ

ン
ト
硬
度
が

　
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ａ
、
「
Ａ
Ｌ
Ｓ
　
Ｙ
」

は
エ
レ
メ
ン
ト
硬
度

　
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ａ
で
、
は
め
合

い
は
タ
イ
ト
フ
ィ
ッ
ト
。
「
Ａ
Ｌ
Ｓ
　
Ｂ
」
は
エ
レ

メ
ン
ト
硬
度

　
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ａ
で
は
め
合
い
は
ル
ー

ズ
フ
ィ
ッ
ト
。
用
途
に
応
じ
た
選
択
で
最
適
な
軸
連

結
を
実
現
す
る
。
常
用
ト
ル
ク
は
０
・

―
５
２
５

。

太
陽
工
機

　
太
陽
工
機
の
各
種
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ジ
ョ
イ
ン

ト
は
、
最
小
の
容
量
で
最
大
の
負
荷
能
力
が
得

ら
れ
る
と
い
う
優
れ
た
特
徴
を
持
ち
、
機
械
の

小
型
化
と
耐
久
性
の
向
上
、
組
立
作
業
の
時
間

短
縮
な
ど
、
顧
客
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い

る
。

　
製
鉄
機
械
や
工
作
機
械
向
け
の
大
型
の
も
の

か
ら
、
電
子
機
器
や
測
定
機
な
ど
の
駆
動
装
置

用
ミ
ニ
チ
ュ
ア
ま
で
、
ト
ル
ク
伝
達
の
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
対
応
し
、
モ
デ
ル
・
サ
イ
ズ
と
も
広

範
囲
に
シ
リ
ー
ズ
化
し
て
い
る
。
中
で
も
ク
イ

ッ
ク
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
は
着
脱
が
ワ
ン
タ
ッ
チ
で

で
き
、
生
産
現
場
で
の
組
み
付
け
作
業
が
簡
単

な
こ
と
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
同
社
は
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
ジ
ョ
イ
ン
ト
と

そ
れ
に
付
随
す
る
機

構
・
機
能
に
つ
い
て
、
長
年
に
わ
た
り
培
っ
て

き
た
独
自
の
技
術
力
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
と
に
、

さ
ら
な
る
用
途
の
拡
大
と
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に

応
え
て
い
る
。

三
好
キ
カ
イ

　
三
好
キ
カ
イ
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ジ
ョ
イ
ン
ト
お
よ

び
関
連
製
品
は
１
３
０
品
種
、
１
０
０
０
ア
イ
テ
ム

を
誇
り
、
各
分
野
に
お
い
て
品
質
と
対
応
力
で
高
い

評
価
と
信
頼
を
得
て
い
る
。

　
中
で
も
マ
イ
ク
ロ
ジ
ョ
イ
ン
ト

外
径
０
・
８

―
１
・
８

、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
ジ
ョ
イ
ン
ト

内

径
１

―
５
・
５

は
、
世
界
最
小
ク
ラ
ス
の

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ジ
ョ
イ
ン
ト
と
し
て
量
産
化
に
成

功
。
医
療
や
バ
イ
オ
、
情
報
通
信
関
連
な
ど
微
少
分

野
で
の
研
究
開
発
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。
材
質
は
用

途
に
合
わ
せ
ス
チ
ー
ル
お
よ
び
ス
テ
ン
レ
ス

Ｓ
Ｕ

Ｓ
３
０
４
、
Ｓ
Ｕ
Ｓ
３
１
６

、
チ
タ
ン
を
用
意
。

在
庫
商
品
と
し
て
短
納
期
対
応
を
可
能
に
し
て
い

る
。
確
か
な
品
質
に
裏
付
け
さ
れ
た
三
好
ブ
ラ
ン
ド

製
品
は
全
国
の
主
要
流
通
商
社
を
拠
点
に
、
国
内
は

も
と
よ
り
海
外
に
も
満
足
を
与
え
る
製
品
を
提
供
し

て
い
る
。

ニ
ー
ズ
高
度
化
へ
の
対
応
必
須

　

本
文
、
前
ペ
ー
ジ
よ
り

続
く

　
前
ペ
ー
ジ
の
表
は
こ
れ
ら

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
の
性
能
、
送

り
ネ
ジ
装
置
に
お
け
る
周
波

数
応
答
線
図

ボ
ー
ド
線

図

、
特
徴
を
一
覧
に
ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
。

　
ね
じ
り
耐
久
試
験
は
カ
ッ

プ
リ
ン
グ
常
用
ト
ル
ク
を
正

弦
波
で

―

正
逆
に
１

０
０
０
万
回
の
耐
久
試
験
を

行
っ
た
も
の
で
、
初
期
の
ね

じ
り
特
性
と
耐
久
後
の
特
性

を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
周
波
数
応
答
線
図
は
送

り
ネ
ジ
の
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
に

０
―
４
・
５

ま
で
の
振

動
を
入
力
し
そ
の
応
答
性
を

示
し
た
も
の
で
、
必
ず
機
械

系

送
り
ネ
ジ
全
体

の
固

有
振
動
数
が
存
在
し
そ
の
周

波
数
を
刺
激
す
る
こ
と
に
よ

り
発
振
が
起
き
る
。
前
ペ
ー

ジ
の
表
の
右
側
グ
ラ
フ
で
と

が
っ
た
山
は
機
械
系
の
ね
じ

り
固
有
振
動
数
で
、
山
の
高

さ
が
共
振
倍
率
を
示
し
共
振

時
の
共
振
倍
率
を
抑
制
す
る

こ
と
で
発
振
し
に
く
く
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
共
振
倍
率

は
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
の
エ
レ
メ

ン
ト
材
質
の
振
動
伝
達
率
で

決
定
さ
れ
る
。

　
小
型
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
ー

用
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
で
は
用
途

や
モ
ー
タ
に
よ
っ
て
カ
ッ
プ

リ
ン
グ
の
使
い
分
け
が
必
要

で
あ
る
。

高
精
度
位
置
決

め
用
途
の
場
合
／
金
属
バ
ネ

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
、
ベ
ロ
ー
ズ

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
な
ど

高
ト

ル
ク
、
発
振
抑
制
の
場
合
／

樹
脂
タ
イ
プ
カ
ッ
プ
リ
ン

グ
、
カ
ー
ブ
ド
ジ
ョ
ー
タ
イ

プ
な
ど

ス
テ
ッ
ピ
ン
グ
モ

ー
タ
用
途
や
サ
ー
ボ
モ
ー
タ

で
高
ゲ
イ
ン
の
場
合
／
高
減

衰
ゴ
ム
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
な
ど

■
課
　題

　
小
型
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
ー

市
場
で
は
今
後
も
多
様
化
、

高
度
化
す
る
顧
客
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
の

開
発
が
要
求
さ
れ
る
。
課
題

と
し
て
は

モ
ー
タ
の
高
ト

ル
ク
化
で
の
小
型
高
ト
ル
ク

対
応

ゴ
ム
・
樹
脂
系
で
は

経
年
変
化
で
摩
耗
や
ヘ
タ
リ

を
低
減

コ
ス
ト
の
低
減
化

―
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
今

後
の
市
場
ニ
ー
ズ
を
注
視
し

な
が
ら
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
、
ス

テ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
タ
と
送
り

ネ
ジ
、
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
ー

の
特
性
を
把
握
し
て
適
正
な

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
を
選
択
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

原さん

黒崎播磨伊い倉くら信彦のぶひこ氏
世
界
で
戦
う
汎
用
品
強
化　

年

昭

一
橋
大
経
卒
、
同
年
新
日
本
製

鉄

現
新
日
鉄
住
金

入
社
。

年
八
幡
製
鉄
所

総
務
部
長
、

年
米
国
新
日
鉄

現
米
国
新
日
鉄

住
金

社
長
、

年
黒
崎
播
磨
顧
問
、
副
社
長
。

東
京
都
出
身
、

歳
。
４
月
１
日
就
任
。

　

イ
ン
ド
企
業
の
買
収

で
耐
火
物
世
界
３
位
グ
ル

ー
プ
入
り
を
果
た
し
た
。

成
熟
し
た
国
内
市
場
か
ら

成
長
を
求
め
て
海
外
市
場

に
打
っ
て
出
る
が
、
円
安

と
厳
し
い
価
格
競
争
が
待

ち
受
け
る

　
「
国
内
の
年
間
粗
鋼
生

産
は
１
億
２
０
０
０
万

が
上
限
で
、
今
の
ま
ま
で

は
当
社
は
頭
打
ち
。
成
長

が
続
く
中
国
を
は
じ
め
と

し
た
ア
ジ
ア
各
国
で
シ
ェ

ア
を
伸
ば
す
。
海
外
売
上

高
比
率
は
約

％
だ
が
こ

の
数
値
も
上
げ
る
」

　

急
激
な
円
安
で
原
料

の
輸
入
価
格
が
高
騰
、
経

営
に
影
を
落
と
す
。
国
内

外
で
の
合
併
が
一
段
落
し

た
今
、
体
制
を
再
構
築
す

る
必
要
性
を
感
じ
て
い

る　
「
ア
ル
ミ
ナ
な
ど
が

％
値
上
が
り

し
た
。
こ
れ

で
は
利
益
率

が
５
％
で
も
赤
字
に
な

る
。
新
日
鉄
住
金
を
は
じ

め
と
し
た
顧
客
に
は
値
上

げ
を
お
願
い
し
て
い
る
。

一
方
、
原
料
や
耐
火
物
輸

入
を
今
の
ま
ま
続
け
て
よ

い
の
か
。
１

円
に

逆
戻
り
す
る
と
は
考
え
に

く
い
し
、
中
国
の
労
務
費

も
上
昇
し
て
い
る
。
重
複

す
る
生
産
拠
点
の
整
理
や

生
産
コ
ス
ト
削
減
、
世
界

で
戦
う
た
め
の
汎
用
品
強

化
な
ど
課
題
は
多
い
。

年
後
の
会
社
を
ど
う

す
る
の
か

と
社
内
に
説

い
て
い
る
」

　

北
九
州
市
に
は
縁
が

あ
る
。
旧
新
日
鉄
が
手
が

け
２
０
０
５
年
に
民
事
再

生
手
続
き
を
し
た
テ
ー
マ

パ
ー
ク
、
ス
ペ
ー
ス
ワ
ー

ル
ド
社
長
と
し
て
閉
園
を

回
避
し
た

　
「
八
幡
製
鉄
所
の
高
炉

が
一
本
と
な
り
雇
用
の
受

け
皿
と
し
て
開
業
し
た

が
、
５
０
０

億
円
超
の
借

金
を
つ
く
っ

た
。閉
鎖
も
検
討
し
た
が

地
域
経
済
に
影
響
を
与
え

る
と
反
対
さ
れ
加
森
観
光

札
幌
市
中
央
区
に
事
業

譲
渡
し
た
。
苦
い
経
験
だ

っ
た
が
営
業
が
継
続
さ
れ

て
い
る
の
は
う
れ
し
い
」

　

仕
事
よ
り
熱
い
と
公

言
す
る
ほ
ど
の
オ
ペ
ラ
好

き
。
米
国
駐
在
時
代
は
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
歌
劇
場
の
年
間
パ

ス
ポ
ー
ト
を
購
入
し
た
ほ

ど
。
た
だ
遊
ん
で
い
た
の

で
は
な
く
、
観
劇
の
合
間

「
顧
客
に
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
し
て
い
た
」
と
バ
リ
ト

ン
ボ
イ
ス
で
笑
う

　

北
九
州
支
局
長
・
大

神
浩
二

　
カ
ネ
カ
は
８

角
パ
ネ
ル
で
価
格
１
万
円
以
下
の
量
産
用
有
機
エ
レ
ク
ト
ロ
・
ル

ミ
ネ
ッ
セ
ン
ス

Ｅ
Ｌ

照
明
パ
ネ
ル
を
２
０
１
４
年
秋
ご
ろ
か
ら
本
格
販
売
す
る
。

発
光
効
率
を
１

当
た
り

に
高
め
た
ほ
か
、
色
温
度
や
パ
ネ
ル
サ
イ
ズ
の
種
類
も

拡
大
す
る
。
競
合
先
も
商
業
化
を
見
据
え
て
価
格
を
抑
え
た
商
品
を
投
入
す
る
な
ど

年
度
は
同
照
明
市
場
が
本
格
形
成
さ
れ
る
見
通
し
。
カ
ネ
カ
は
商
業
化
に
向
け
て
顧
客

サ
ポ
ー
ト
体
制
な
ど
も
整
備
し
、

年
度

億
円
の
売
上
高
を
目
指
す
。

有機ＥＬ照明８�角パネルカネカ「１万円以下」投入
白
色
照
度
向
上
、
種
類
も
拡
充

環境対応が経済成長に
１
４
年
版
環
境
・
循
環
型
社
会
・
生
物
多
様
性
白
書
の
骨
子
環
境
省

　環境省は 年版の環境白書・循環型
社会白書・生物多様性白書の骨子を固め
た。「我が国が歩むグリーン経済の道」
をテーマに環境問題への対応が経済成長
に資するといったメッセージを込める。
グリーン経済の実現に向けた取り組みと
して、優れた環境技術の開発・普及や環
境に配慮した金融（環境金融）の推進な
どを取り上げる。６月上旬の閣議決定を
目指す。
　 年版白書のうち環境白書では地球環
境問題や東日本大震災の復旧・復興など
に加え、グリーン経済の取り組みを章立
てして焦点を当てる。具体的には国連環
境計画（ＵＮＥＰ）や経済協力開発機構
（ＯＥＣＤ）で行っているグリーン経済
・成長に関する議論を紹介する。環境技
術の開発・普及に向けた規制や税、補助
金の枠組みや国際展開の重要性も示して
いく。
　グリーン経済の実現には環境金融が貢
献するとして、企業の環境負荷を低減さ
せる事業への投資や環境に配慮した取り
組みの評価などの重要性も指摘する。水
や大気、生態系などを資本ととらえる
「自然資本」の動向なども記載する。

ペ
レ
ッ
ト
プ
ラ
ン
ト
技
術
神
鋼
、
印
社
に
供
与

友野会長

「
日
米
ト
ッ
プ
で
解
決
策
を
」
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
で
要
望
友
野
鉄
連
会
長

１
６
年
度
売
上
高
５
０
０
０
億
円
超
３
年
で
設
備
投
資
１
０
０
０
億
円
Ｊ
Ｓ
Ｒ
中
計

Ｅ　 ２０１４年 平成２６年 ４月２４日 木曜日 　　 （ ）

海
外
の
セ
ン
ス
も

　
▽

日
清
紡
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
グ
ル
ー
プ
の
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
事
業
子
会
社
で

あ
る
日
本
無
線
取
締
役
執
行

役
員
の
原
泰
彦
さ
ん
は
「
エ

レ
ク
ト
ロ
産
業
は
海
外
に
お

い
て
競
争
力
を
持
っ
て
い
る

分
野
が
あ
る
。
そ
う
し
た
所

に
向
け
て
の
強
化
を
図
り
た

い
」
と
抱
負
を
語
る
。

　
▽

最
近
で
は
オ
ラ
ン
ダ

の
企
業
と
オ
フ
シ
ョ
ア
支
援

船
用

Ｏ
Ｓ
Ｖ

の
操
縦
シ

ス
テ
ム
を
開
発
し
た
。
「
日

本
の
セ
ン
ス
で
難
し
い
部
分

は
海
外
の
セ
ン
ス
を
取
り
入

れ
な
が
ら
拡
大
し

た
い
」
と
柔
軟
な

姿
勢
を
み
せ
る
。

　
▽

同
社
は
イ

ン
フ
ラ
関
係
や
海

上
機
器
な
ど
特
徴
的
な
機
器

を
多
く
手
が
け
る
。
「
顧
客

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、
シ
ス
テ

ム
と
し
て
の
提
案
も
広
げ
て

い
け
れ
ば
」
と
応
用
の
ア
イ

デ
ア
を
練
る
日
々
。

▲展
示
物
を
照
ら
す
照

明
と
し
て
も
売
り
込

む

白
色
有
機
Ｅ
Ｌ

照
明
パ
ネ
ル

　
発
光
材
料
の
一
部
を
蛍
光

式
か
ら
高
効
率
の
リ
ン
光
式

に
変
更
し
て
効
率
を
向
上
し

た
。
従
来
主
力
の
赤
色
な
ど

の
デ
ザ
イ
ン
照
明
用
パ
ネ
ル

は
低
照
度
で
問
題
な
か
っ
た

が
、
今
回
は
物
を
照
ら
す
用

途
の
白
色
照
明
の
た
め
照
度

を
高
め
る
必
要
が
あ

っ
た
。
ホ
テ
ル
な
ど

商
業
施
設
や
公
共
施

設
の
ほ
か
食
品
や
ブ

ラ
ン
ド
品
な
ど
展
示

物
を
照
ら
す
照
明
と

し
て
売
り
込
む
。

　
寿
命

輝
度
が
初

期
の

％
に
な
る
時

間

は
約
１
万
７
０

０
０
時
間
。
色
温
度
は
暖
色

に
近
い
３
０
０
０
Ｋ
。

年

度
内
に
日
本
で
好
ま
れ
る
白

色
に
近
い
同
４
０
０
０
Ｋ
超

の
製
品
を
追
加
し
た
い
考

え
。
大
型
や
長
方
形
の
パ
ネ

ル
も
要
望
が
あ
れ
ば
提
供
す

る
。

　
カ
ネ
カ
は
１

角
の
大
型

面
蒸
着
の
採
用
な
ど
に
よ
り

変
動
費
を
従
来
比
４
割
低
減

し
た
新
ラ
イ
ン
を

年
４
月

に
稼
働
し
た
。
カ
ネ
カ
製
の

特
徴
は
封
止
構
造
が
薄
い
た

め
照
明
構
造
の
工
夫
次
第
で

放
熱
性
を
高
め
ら
れ
る
こ

と
。
寿
命
な
ど
を
伸
ば
す
余

地
が
あ
る
。
ア
フ
タ
ー
サ
ー

ビ
ス
や
品
質
保
証
体
制
な
ど

を
整
備
す
る
た
め
照
明
施
工

業
者
な
ど
と
の
連
携
を
視
野

に
入
れ
る
。

　
三
菱
化
学
と
パ
イ
オ
ニ
ア

は
３
月
に
量
産
モ
デ
ル
の
製

造
を
始
め
、
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル

タ
は

年
秋
に
曲
が
る
Ｅ
Ｌ

照
明
を
販
売
。
東
芝
な
ど
電

機
メ
ー
カ
ー
も
同
照
明
の
販

売
を
始
め
る
。
価
格
は
サ
イ

ズ
に
も
よ
る
が
か
つ
て
の

万
円
超
か
ら
１
万
―
５
万
円

に
下
が
る
見
通
し
。
寿
命
や

明
る
さ
も
改
善
さ
れ
、

年

度
は
小
売
店
や
宿
泊
施
設
な

ど
を
中
心
に
有
機
Ｅ
Ｌ
照
明

の
普
及
元
年
に
な
る
と
期

待
さ
れ
る
。

米
で
航
空
機
向
け

樹
脂
メ
ー
カ
ー
買
収

住
友
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト

　
住
友
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
は
航

空
機
内
装
向
け
な
ど
の
樹
脂

成
形
品
を
手
が
け
る
米
ヴ
ォ

ー
ペ
ル
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

ワ
シ
ン
ト
ン
州

を
６
月

ま
で
に
買
収
す
る
。
買
収
額

は
２
億
６
５
０
０
万

約

２
７
０
億
円

。
住
友
ベ
ー

ク
ラ
イ
ト
は
ガ
ラ
ス
長
繊
維

で
補
強
し
た
フ
ェ
ノ
ー
ル
樹

脂
な
ど
で
航
空
機
部
品
へ
の

採
用
拡
大
を
狙
っ
て
き
た
。

航
空
機
大
手
米
ボ
ー
イ
ン
グ

の
テ
ィ
ア
１
１
次
調
達
先

で
あ
る
ヴ
ォ
ー
ペ
ル
の
買
収

に
よ
り
。
航
空
機
産
業
へ
の

本
格
参
入
を
実
現
す
る
。

　
ヴ
ォ
ー
ペ
ル
の
２
０
１
３

年
度
の
売
上
高
は
１
億
２
３

０
０
万

。
発
行
済
み
株
式

１
０
０
％
を
米
投
資
会
社
の

Ｈ．

Ｉ．

Ｇ
キ
ャ
ピ
タ
ル
グ

ル
ー
プ
か
ら
取
得
す
る
。
航

空
機
産
業
で
は
軽
量
な
樹
脂

製
品
の
採
用
拡
大
機
運
が
高

ま
っ
て
い
る
。
ヴ
ォ
ー
ペ
ル

は
医
療
機
器
向
け
の
成
形
品

も
供
給
し
て
お
り
、
住
友
ベ

ー
ク
ラ
イ
ト
が
進
め
る
高
機

能
輸
液
バ
ッ
グ
な
ど
の
医
療

機
器
用
器
材
の
開
発
強
化
戦

略
と
も
合
致
す
る
。

▲神
鋼
は
ペ
レ
ッ
ト
プ
ラ
ン
ト

で
世
界
で
約

件
の
実
績
が

あ
る

　
神
戸
製
鋼
所
は

日
、
イ

ン
ド
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

会
社
で
あ
る
Ｆ
Ｌ
Ｓ

チ
ェ

ン
ナ
イ
市

と
の
間
で
神
鋼

の
持
つ
鉄
鉱
石
の
事
前
処
理

技
術
「
コ
ベ
ル
コ
ペ
レ
タ
イ

ジ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
」
に
関
す

る
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
を
結
ん

だ
と
発
表
し
た
。
Ｆ
Ｌ
Ｓ
は

同
技
術
を
活
用
し
た
プ
ラ
ン

ト
の
営
業
、
設
計
、
建
設
を

実
施
す
る
。
神
鋼
は
Ｆ
Ｌ
Ｓ

の
技
術
・
販
売
網
を
活
用
し

て
ペ
レ
ッ
ト
プ
ラ
ン
ト
を
拡

販
し
、
鉄
鋼
需
要
の
拡
大
に

対
応
し
て
い
く
。

　
同
技
術
は
鉄
鉱
石
を
粉
砕

し
て
球
状
に
焼
き
固
め
る
事

前
処
理
技
術
。
独
自
の
回
転

型
焼
成
炉

ロ
ー
タ
リ
ー
キ

ル
ン

を
使
用
し
、
焼
き
む

ら
が
少
な
く
高
品
質
の
ペ
レ

ッ
ト
を
量
産
で
き
る
。
ペ
レ

ッ
ト
は
製
鉄
原
料
と
し
て
使

用
す
る
。
神
鋼
は
ペ
レ
ッ
ト

プ
ラ
ン
ト
で
世
界
で
約

件

の
実
績
が
あ
る
。
Ｆ
Ｌ
Ｓ
は

鉄
鉱
石
の
選
鉱
プ
ラ
ン
ト
が

強
み
で
、
今
後
同
国
外
で
も

協
業
を
検
討
し
て
い
く
。

　
日
本
鉄
鋼
連
盟
の
友
野
宏

会
長

新
日
鉄
住
金
副
会

長

は

日
の
定
例
会
見

で
、
米
国
と
交
渉
中
の
環
太

平
洋
連
携
協
定

Ｔ
Ｐ
Ｐ

に
つ
い
て
国
内
産
業
の
競
争

力
強
化
や
投
資
の
促
進
、
雇

用
拡
大
な
ど
の
利
点
を
挙
げ

「
合
意
点
を
見
い
だ
せ
て
い

な
い
よ
う
だ
が
、
ト
ッ
プ
同

士
が
膝
詰
め
で
話
し
て
解
決

策
を
見
い
だ
し
て
ほ
し
い
」

と
要
望
し
た
。

　
ま
た
、
中
国
が
鉄
鋼
生
産

を
拡
大
し
て
い
る
現
状
に
つ

い
て
は
「
国
と
し
て
需
給
の

イ
ン
バ
ラ
ン
ス
を
解
消
し
よ

う
と
い
う
強
い
意
志
は
感
じ

る
が
、
足
元
の
生
産
量
は
過

去
最
高
を
更
新
し
て
い
る
。

イ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
解
消
に
は

時
間
が
か
か
る
」
と
述
べ

た
。
中
国
・
韓
国
な
ど
の
増

産
で
日
本
へ
の
鋼
材
輸
入
も

増
加
し
て
い
る
。
「
こ
の
為

替
水
準
で

輸
入
増
は

考

え
づ
ら
い
。
よ
く
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
し
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て

ア
ン
チ
ダ
ン
ピ
ン
グ
の
提
訴

な
ど
打
つ
手
も
あ
る
」
と
し

た
。

　
Ｊ
Ｓ
Ｒ
は

日
、
２
０
１

７
年
３
月
期
に
売
上
高
を

年
３
月
期
比

％
増
の
５
０

０
０
億
円
超
に
引
き
上
げ
る

こ
と
を
柱
と
す
る
次
期
３
カ

年
中
期
経
営
計
画
を
発
表
し

た
。
３
年
間
で
計
１
０
０
０

億
円
の
設
備
投
資
を
計
画
す

る
。
主
に
タ
イ
に
あ
る
省
エ

ネ
タ
イ
ヤ
用
ゴ
ム
製
造
拠
点

の
第
２
期
工
事
や
ハ
ン
ガ
リ

ー
に
新
設
す
る
同
ゴ
ム
の
プ

ラ
ン
ト
、
自
動
車
な
ど
を
用

途
に
し
た
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

キ
ャ
パ
シ
タ
ー
の
量
産
工
場

に
充
て
る
。

年
度
に
売
上

高
７
０
０
０
億
円
の
中
期
目

標
を
掲
げ
る
。

　

年
３
月
期
の
営
業
利
益

率
は

年
３
月
期
か
ら
１

増
の

％
超
を
目
指
す
。
先

端
半
導
体
製
造
に
使
う
材
料

で
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

に
使
わ
れ
る
回
路
線
幅

ナ
ノ
は

億
分
の
１
―

の
先
端
世
代
で
シ
ェ
ア

を
伸
ば
し
、
売
上
高
を

年

月
―

年
３
月
期
に

年

月
―

年
３
月
期
比
３
割

増
の
２
０
０
億
円
弱
に
伸
ば

す
。
新
規
分
野
は
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
キ
ャ
パ
シ
タ
ー
の
ほ

か
、
医
薬
製
造
用
の
化
学
品

な
ど
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
分

野
を
新
中
計
期
間
で
本
格
商

業
化
。
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
キ

ャ
パ
シ
タ
ー
で
は

年
に
市

場
シ
ェ
ア
２
割
超
、
売
上
高

４
０
０
億
円
弱
を
目
指
す
。


